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第二次上尾市環境基本計画 

第１節 施策体系 
 

 

自
然
と
人
が
共
生
す
る 

エ
コ
タ
ウ
ン
・
あ
げ
お 

ややすすららぎぎののああるるままちちにに  

自然を守り 

育てるまち 

〈 1 〉今ある自然の保護・保全 

〈 2 〉自然とのふれあいの促進 

〈 3 〉緑化の推進 

〈 ４ 〉水辺環境の保全・整備 

〈 ５ 〉公園の整備 

〈 6 〉農地保全・活用 

〈 7 〉大気汚染の防止 

〈 8 〉水質汚濁の防止 

水辺や緑が 

身近にあるまち 

清清ららかかでで安安全全ななままちちにに  

公害のない 

まち 

美しい 

まち 

次次世世代代をを思思いいややるるままちちにに  

〈 9 〉騒音・振動の防止 

〈10〉悪臭の防止 

〈11〉地盤沈下の防止 

〈12〉地下水・土壌汚染の防止 

〈13〉新たな公害の未然防止 

〈14〉ごみ散乱対策の強化 

〈15〉景観の保全・整備 

〈16〉発生抑制を中心とした 3R の推進  

〈17〉省資源・省エネルギーの推進 

〈18〉歩行・自転車利用促進 

〈19〉水資源の有効活用 

〈20〉環境に関する生涯学習の推進 

〈21〉環境保全型の施設整備 

〈22〉コミュニティ活動の促進 

〈23〉地球市民としての行動 

資源を 

大切にするまち 

望望ままししいい環環境境像像  

基本目標１ 

項目別方針１－１ 

項目別方針１－２ 

基本目標２ 

基本目標３ 

項目別方針２－１ 

項目別方針２－２ 

項目別方針３－１ 

取組方針 

環境のために 

行動するまち 

項目別方針３－２ 
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第３章 施策の展開 

第２節 取組方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宅地開発などに伴う田

畑・山林・原野の面積の減少

や、農地・森林の担い手不足

などにより、動植物が生息す

るための環境が失われつつ

あります。農地や森林の継続

的な保全に加え、これらを有

効に活用していくための新

たな取組を検討する必要が

あります。 

 

 

 

 

○身近な自然を保護･保全するため、市内の動植物の生息状況を把握するととも

に、緑地保全地区の指定や緑の公有地化を推進し、民間の緑地・樹林の維持

管理に協力します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 定期的に自然環境調査を実施します。 ● 
自然環境調査の 

実施回数 
みどり公園課 

② 

緑地保全地区の指定や緑の公有地化の

推進により、緑地や動植物を保護しま

す。 

◎ 緑の公有地化面積 みどり公園課 

③ 
民間の緑地や樹林の維持管理に協力 

します。 
◎ 

「ふれあいの森」

整備箇所 
みどり公園課 

自然を守り育てるまち 

項目別方針１－１ 

地目別面積の推移 

基基本本目目標標１１  ややすすららぎぎののああるるままちちにに 

具体的取組 

            今ある自然の保護・保全 取組方針＜１＞ 

123 102 71 65

1,014 9271,085
848

1,463 1,639 1,726 1,789

1 1 1 1
288 253 203 167

32 29 27 11

1,564 1,517 1,600 1,674

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成4 9 14 20 〔年〕

〔ｈａ〕

田 畑 宅地 池沼 山林 原野 その他
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第二次上尾市環境基本計画 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

④ 
保存樹木、保存樹林の指定などを行い

ます。 
◎ 

保存樹木・保存 

樹林の指定件数 
みどり公園課 

⑤ 

公園、緑地の維持管理について、地域

住民の協力を得るための緑のパートナ

ーシップ制度の拡大を検討します。 

◎ 

緑のパートナー 

シップ制度の拡大

の検討状況 

みどり公園課

道路整備課 

 

 

 

○公園や学校などの緑化を推進し、動植物とふれあう機会を創出するとともに、

環境保全団体の育成・協力に努め、活動促進のための支援を実施します。 

 

◆市の施策       【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  

自然観察会や野外活動、農業体験など

自然体験の場を提供します。 

【取組方針〈20〉③と同じ】 

◎ 

上尾市自然学習館

の利用件数 

親子体験教室等の

実施回数 

みどり公園課 

農政課 

② 
環境保全活動に対する支援を行いま

す。 
◎ 

上尾市民間団体 

環境保全活動事業

補助金交付件数 

環境政策課 

③  
環境保全団体を育成し、その活動に 

協力します。 
◎ 

上尾市環境推進 

協議会の会員数 
環境政策課 

 

            自然とのふれあいの促進 取組方針＜２＞ 
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第３章 施策の展開 

 

 

 

 

 

 

 市民一人あたりの公園面積は

過去10年間で増加していますが、

依然として、埼玉県平均 6 ㎡を 

下回っています。また、生産緑地

や森林など、市全体の緑地面積も

減少していることから、市民が 

身近に親しむことができる公園

や水辺環境の整備が求められて

います。 

 

 

 

 

 

○身近な緑の創造は、市民に安らぎと憩いの場を提供するとともに、ヒート  

アイランド現象への対策としても有効です。公共施設をはじめ、地域全体に

おける緑化を推進します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
公共施設をはじめ、あらゆる空間･施設

の緑化に努めます。 
◎ 

公共施設における 

壁面や屋上の緑化 

実施箇所数 

各課共通 

②  
生け垣の設置やベランダなどの緑化を

奨励し、地域の緑化を促進します。 ◎ 

生け垣の設置やベ

ランダ緑化などの

啓発実施回数 

みどり公園課

ま ち づ く り 

計画課 

③ 

緑化マニュアルなどを作成して、特に

開発時や建築時に施設や場所に応じた

緑化手法の普及に努めます。 

◎ 

開発申請時におけ

る施設等への緑化

の指導件数 

みどり公園課 

④ 

自然の樹形を生かした街路樹づくりの

管理手法を検討し、市民の合意を得る

よう努めます。 

◎ 
自然の樹形を生か

した緑化延長率 
道路整備課 

 

 

上尾市の公園面積の推移 

水辺や緑が身近にあるまち 

項目別方針１－２ 

 

現況と課題 

具体的取組 

            緑化の推進 取組方針＜３＞ 

86.24

86.24
86.24

82.58

81.54

81.54
81.54

81.31
79.81

70.56

1.75%

1.55%

1.89%1.89%1.89%1.81%1.79%1.79%1.79%1.79%

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

平成10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
〔年〕

〔ha〕

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

1.8%

2.0%

市面積比 公園面積計
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第二次上尾市環境基本計画 

 

○水質改善や水辺緑化を推進し、生物が生息・生育できる環境づくりに努める

とともに、河川整備に際しては、水辺に親しめるような護岸などへの整備を

推進します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  

河川などの水質改善や水辺の緑化の 

推進など、生物が生息･生育しやすい 

水辺環境づくりに努めます。 

◎ 
浚渫や草刈り等の

実施延長 
河川課 

②  

水辺に親しめるような護岸づくりに際

して整備方針の検討を行い、段階的に

整備を実施します。また、国や県へ  

改善を要請します。 

◎ 
緑化ブロックの 

採用延長 
河川課 

 

 

 

○身近な自然としての公園を整備するとともに、公園の利用、設計、維持管理

などへの市民参加を呼びかけます。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  
公園が丌足している地域を抽出し、 

段階的な公園の整備を行います。 
◎ 

１人当たりの都市

公園面積 
みどり公園課 

②  

公園の利用、設計、維持管理について

市民の参加を呼びかけます。また、  

新設や既存の公園の改造などにより 

自然と触れ合い、学ぶことができる 

公園を増やすことを検討し、各々の公

園にふさわしい管理方針を定めます。 

◎ 

自然と触れ合う 

ことのできる公園

面積 

 

市民参加件数 

みどり公園課 

③  
四季を感じる街角やポケットパークの

整備を行います。 
◎ 

道路用地等の残地

の整備件数 
みどり公園課 

④  

施設移転などに際して、公園やオープ

ンスペース（公園用地）を計画的に  

確保します。 

◎ 

施設移転時におけ

るオープンスペー

ス（公園用地）等

の確保面積 

各課共通 

 

 

 

            水辺環境の保全・整備 取組方針＜４＞ 

            公園の整備 取組方針＜５＞ 
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第３章 施策の展開 

 

○市民に身近な市民農園の利用普及を推進するとともに、農地の保全に努めま

す。また、減農薬農法や有機農法など環境に配慮した自然農法を奨励し、指

導･助成を行います。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 市民農園の利用普及を推進します。 ◎ 
市民農園の利用 

人数 
農政課 

② 
減農薬農法や有機農法などの自然農法

を奨励し、指導や助成を行います。 
○ 

エコファーマー 

認定者数 
農政課 

③  
農地を保全するための施策･制度を 

進めます。 
○ 農地面積 農政課 

 

            農地保全・活用 取組方針＜６＞ 
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第二次上尾市環境基本計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、大気や水質などの

生活環境は改善の方向に向かっ

ていますが、一部については環

境基準を達成できていません。

また、埼玉県では光化学スモッ

グの発生が他県と比較して多い

ことが指摘されています。大気

汚染対策や河川への排水対策な

ど継続的な公害対策に加え、道

路・河川環境等の総合的な整備

が必要です。 

 

 

 

 

○大気汚染の原因となる揮発性有機化合物（VOC）や浮遊粒子状物質の発生を

抑制するため、意識啓発に努めるとともに、交通環境の整備を推進します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
県との連携を密にし、地域の大気汚染

状況を把揜します。 
◎ 

大気汚染にかかる

環境基準の達成 

状況 

生活環境課 

②  

イベントなどの機会を利用して、揮発

性有機化合物の排出抑制にかかる規制

の遵守をはじめ、大気汚染の防止に 

関する意識啓発を行い、自主的取組を

促進します。また、PRTR 制度につい

て広報に努めます。 

◎ 

環 境 に 関 す る  

啓発イベントの 

開催数、参加人数 

生活環境課 

河川の BOD 値の推移（鴨川） 

基基本本目目標標２２  清清ららかかでで安安全全ななままちちにに 

公害のないまち 

 

項目別方針２－１ 

現況と課題 

具体的取組 

            大気汚染の防止 取組方針＜７＞ 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

平成1011 12 13 14 15 16 17 18 19 20 〔年度〕

〔mg/ℓ 〕

上流 中流 下流

環境基準：
5㎎/ℓ 以下
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第３章 施策の展開 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

③  

自動車交通量抑制のため、自家用車 

から公共交通機関・自転車・徒歩への

転換を呼びかけます。 

○ 

自家用車の使用 

抑制にかかる啓発

回数 

環境政策課 

④  

公園や文化財などを結ぶ自転車道の 

ネットワーク化や、市民・事業者との

協働による計画的・効果的な駐輪場の

整備手法について検討します。 

● 
駐輪場整備にかか

る検討会議の開催 

ま ち づ く り 

計画課 

市民安全課 

⑤ 
市民や事業者にエコ・ドライブの実践

を呼びかけます。 
◎ 

エコ･ドライブの

啓発回数 
環境政策課 

⑥ 
公用車に低公害車を計画的に導入しま

す。 
◎ 

低公害車の導入 

台数 
用地管財課 

⑦ 
市内循環バスなどの公共交通機関の 

充実及び適正配置を図ります。 
◎ 

市 内 循 環 バ ス  

ぐるっとくんの 

路線数、利用者数  

市民安全課 

⑧ 

交通混雑緩和のため、JR 高崎線東西

連絡道の早期整備と、駅周辺における

交通網の円滑化を進めます。 

● 
JR 高 崎 線 東 西 

連絡道の整備延長 

道路整備課 

ま ち づ く り 

計画課 

市民安全課 

⑨ 

カーシェアリング事業について、導入

を視野に入れながら、制度についての

お知らせ・啓発を行います。 

○ 

カーシェアリング

事業にかかるお知

らせ・啓発回数 

環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：エコ・ドライブ１０のすすめ 

 

① ふんわりアクセル『e スタート』 

やさしいアクセル操作を心がけましょう。 

② 加速度の尐ない運転  

車間距離を保ち、定速走行に努めましょ

う。急加速と急制動は控えましょう。 

③ 早めのアクセル OFF  

前方に停止位置が見えたらアクセル OFF に 

努めましょう。 

④ エアコン使用を控えめに   

車内を冷やし過ぎないようにしましょう。 

⑤ アイドリングストップ  

無用なアイドリングをやめて、CO2と大気

汚染物質の発生を抑制しましょう。 

⑥ 暖機運転は適切に 

エンジンをかけたら、すぐ出発。ゆっくりと

走行しながら暖機しましょう。 

⑦ 道路交通情報の活用 

出発前に渋滞や道路障害などの情報を確認。 

⑧ タイヤの空気圧をこまめにチェック 

タイヤの空気圧が低いと燃料を余計に消費

します。定期的に点検しましょう。  

⑨ 丌要な荷物は積まずに走行 

積み荷はできるだけ軽くしましょう。 

⑩ 駐車場所に注意 

交通の妨げになる場所への駐車は、渋滞を 

招く原因となるので、やめましょう。 
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第二次上尾市環境基本計画 

 

○市内の河川や地下水の水質汚濁の状況を継続して把握するとともに、市民・

事業者への意識啓発を実施するなど、水質浄化対策を推進します。また、  

近隣市との広域的な連絡協議により水質保全を図っていきます。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
生活排水に関する配慮事項を市民に 

具体的に示します。 
◎ 

広報あげおへの掲

載による啓発回数 
生活環境課 

② 
市内の川や地下水の実態調査を行い、

浄化対策を実施します。 
◎ 

環境基準の達成 

状況 

生活環境課 

河川課 

③ 
近隣市との広域的な連絡協議会を持

ち、水質保全対策を広域的に行います。 
◎ 

江川流域づくり 

推進行政会議の 

開催数 

河川課 

下水道課 

環境政策課 

④  

多自然型護岸工法を採用し、河川の 

自然浄化機能の向上に努め､河川水質

の改善を目指します。 

◎ 
多自然型護岸ブロ

ックの採用延長 
河川課 

⑤  

事業者に対し、水質汚濁の防止に関す

る指導・意識啓発を行います。また、

ＰＲＴＲ制度について広報に努めま

す。 

◎ 
立入調査における

規制値超過件数 
生活環境課 

⑥  区画整理を進め、下水道を整備します。 ◎ 下水道普及率 
区画整理課 

下水道課 

⑦  

補助金などを見直すことにより、単独

処理浄化槽から合併処理浄化槽への 

転換を推進します。 

◎ 

単独処理浄化槽か

ら合併処理浄化槽

への転換時の設置

補助件数 

生活環境課 

 

            水質汚濁の防止 取組方針＜８＞ 
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○工場や店舗、家庭などの混在する土地利用において、また、自動車などの交

通や、建設工事・解体工事などによる騒音･振動への苦情が多くなっています。

騒音・振動の被害を防止するため、土地利用の適正化を図るとともに、事業

者に対し、法令の遵守を促します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
道路環境改善のため、幹線道路沿道の

整備を道路管理者に要請します。 
○ 

道路管理者への 

要請実施件数 
環境政策課 

② 

住工混在の解決を目指して土地利用の

適正化を図り、段階的に改善していき

ます。 

● 
地区計画の整備 

面積 

商工課 

ま ち づ く り 

計画課 

③  
騒音・振動の防止について、地域の  

ルールづくりを推進します。 
○ 

騒音・振動にかか

る苦情件数 
生活環境課 

④  
市民・事業者に対し、騒音・振動の  

発生抑制について啓発を行います。 
○ 

広報あげおへの掲

載による啓発回数 
生活環境課 

 

 

 

○工場や店舗、家庭などの混在する土地利用において悪臭への苦情が多くなっ

ています。悪臭の防止を図るために、発生源の調査及び軽減対策を実施しま

す。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
土地利用の適正化を計画し、段階的に

実施します。 
● 

地区計画の整備 

面積 

ま ち づ く り 

計画課 

② 
悪臭の発生を調査し、発生源への指導

を実施します。 
◎ 

悪 臭 に か か る  

苦情件数 
生活環境課 

 

            騒音･振動の防止 取組方針＜９＞ 

            悪臭の防止 取組方針＜１０＞ 
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○地盤沈下を防止するため、県と共に継続して調査･監視を実施するとともに、

上水道への転換の啓発等を推進します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
地盤沈下の調査及び監視を県と共に 

継続します。 
◎ 

県の地盤沈下量 

調査の値 
生活環境課 

② 工業用水を整備します。 ● 整備実施件数 水道部 

③ 上水道への転換を啓発します ○ 
地下水揚水量 

上水道への接続率 
水道部業務課 

 

 

 

 

○地下水・土壌汚染については、現状把握に努めるとともに、市民や事業者へ

の適切な指導･意識啓発を実施します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  

県による地下水の現状調査に協力し、

汚染確認時には適切な指導と対策を 

実施します。 

◎ 

地下水の水質に 

かかる環境基準の

達成状況 

生活環境課 

② 

事業者に対し、土壌汚染の防止に関す

る指導・意識啓発を行います。また、

ＰＲＴＲ制度について広報に努めま

す。 

○ 
届出時における 

指導件数 
生活環境課 

            地盤沈下の防止 取組方針＜１１＞ 

            地下水・土壌汚染の防止 取組方針＜１２＞ 
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○ダイオキシン類等の現状を把握するための調査を継続して実施し、新たな 

公害を未然に防ぐため情報の収集・提供に努めるとともに、市民･事業者への

指導を徹底します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  
ダイオキシン類等の環境実態調査を 

実施します。 
◎ 

ダイオキシン類等

の環境基準の達成

状況 
生活環境課 

② 
新しい公害を未然に防ぐため、情報を

収集するとともに提供に努めます。 
◎ 

新たな公害に関す

る問い合わせ件数 
生活環境課 

③ 
野焼き※を禁止し、また、自粛について

指導を行います。 
◎ 

大気汚染にかかる

苦情件数 

野焼き にかか る 

指導件数 

生活環境課 

 

※野焼きに該当しない廃棄物の焼却について 

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「埼玉県生活環境保全条例」では、原則として   

野焼きを禁止していますが、一部の例外もあります。具体的には下記の事項が該当しますが、   

安易なごみの焼却は煙による悪臭の発生などの可能性があることを考慮し、地域住民の生活環境

に配慮する必要があります。 

何人も、次に掲げる方法による場合を除き、廃棄物を焼却してはならない。 

一 一般廃棄物処理基準、特別管理一般廃棄物処理基準、産業廃棄物処理基準又は特別管理産 

業廃棄物処理基準に従って行う廃棄物の焼却 

二 他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却 

三 公益上若しくは社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却又は周辺地域の生活環境に与える

影響が軽微である廃棄物の焼却として政令で定めるもの（※） 

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 第十六条の二（焼却禁止） 

（※）法第十六条の二第三号 の政令で定める廃棄物の焼却は、次のとおりとする。 

一 国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却 

二 震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄

物の焼却 

三 風俗習慣又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却 

四 農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却 

五 たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの 

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令」 第十四条（焼却禁止の例外となる廃棄物の焼却） 

 

            新たな公害の未然防止 取組方針＜１３＞ 
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市民･事業者の環境意識の 

向上に伴い、ごみのポイ捨てや

不法投棄など、まちの美化に 

関して課題と感じていることが

意識調査により明らかになって

います。こうした気運の高まり

を活かすことにより、全市的な

運動へと展開していくことが 

望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ごみの散乱や不法投棄を防止するため、ごみの分別方法や収集日時・回収日

時をわかりやすく設定し、資源物持ち去りパトロールシステムの充実を図り

ます。また、道路・河川・山林における不法投棄ごみの撤去などを、市民・

事業者の協力を得ながら実施します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 

ごみの分別方法や収集日時、リサイク

ル品の回収日時をわかりやすく設定

し、ごみの散乱を防止します。 

◎ 

ごみの分別方法や

収集日時、及び 

リサイクル品の 

回収日時のわかり

やすい設定 

西 貝 塚 環 境 

センター 

②  
資源物持ち去りパトロールの充実を 

図ります。 
◎ 

資源物持ち去り  

パトロールの実施 

回数 

西 貝 塚 環 境 

センター 

生活環境課 

 

上尾市の環境の課題（市民意識調査） 

美しいまち 

 

項目別方針２－２ 

現況と課題 

具体的取組 

            ごみ散乱対策の強化 取組方針＜１４＞ 

278(53.7%)

262(50.6%)

245(47.3%)

241(46.5%)

223(43.1%)

216(41.7%)

207(40.0%)

183(35.3%)

124(23.9%)

120(23.2%)

110(21.2%)

102(19.7%)

89(17.2%)

85(16.4%)

80(15.4%)

42(8.1%)

38(7.3%)

32(6.2%)

23(4.4%)

36(6.9%)

0 50 100 150 200 250 300

空き缶、吸い殻などのポイ捨て

地球温暖化の問題

ごみの不法投棄

自動車からの排気ガスや騒音･振動

まちなかの公園や自然が少ない

川、地下水などの水の汚れ

森林や里山の減少

野鳥や昆虫など身近な生き物の減少

環境について学ぶ場や情報を得る場が少ない

まちなかの景観の悪化(屋上看板や広告)

ごみや排水などから発生する悪臭

環境活動を率先して進めるリーダーの不在

環境活動の地域拠点施設が少ない

工場からのばい煙や騒音

環境活動を一緒に行える仲間が少ない

野焼き

地下水の渇水

残土埋め立ての問題

その他

無回答
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取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

③ 
道路・河川などの丌法投棄ごみの撤去

を行います。 
◎ 

丌法投棄ごみの 

撤去件数 

道路管理課 

河川課 

④ 
たばこの吸殻の路上などへの散乱を 

防止します。 
○ 

喫煙マナー向上に

かかる啓発回数 
生活環境課 

⑤ 

ごみ散乱防止ネットの設置などに  

より、カラスなどによるごみの散乱を

防止します。 

◎ 
ご み 散 乱 防 止  

ネットの設置件数 

西 貝 塚 環 境 

センター 

 

 

 

 

○景観の保全･整備のため、周囲と調和のとれた建物への誘導を図り、景観を阻

害するような電線類の地中化や違法看板などの撤去に努めます。また、ポケ

ットパークなどの段階的な整備を検討するとともに、市内の歴史的資源の保

全に努めます。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 

電線類の地中化については、まちなみ

を考慮して優先地域を選定し、国や県、

電力会社へ要請し、実施します。 

◎ 
電線類の地中化 

整備延長 
道路整備課 

②  

公共施設の整備や民間企業・事業所の

建設、開発に当たっては、色や形など

周囲と調和の取れたデザインにする 

よう指導するとともに、必要に応じて

協議します。 

◎ 
景観法に基づく 

届出件数 

ま ち づ く り 

計画課 

建築指導課 

③  

景観を阻害するような屋外広告物や 

違法な捨て看板などについて、除去 

対策を進めます。 

◎ 
違法広告物・看板

等の撤去数 
道路管理課 

④ 

ポケットパークや緑道、街角のアメニ

ティスポットの創出などに関して調査

を行い、段階的に整備を行います。 

◎ 

オープンスペース

（公園用地）の整備

面積 

各課共通 

⑤ 

上尾市の歴史を伝える寺社等をはじめ

とする歴史的資源を活かした景観を 

保全します。 

○ 景観計画の策定 
ま ち づ く り 

計画課 

            景観の保全・整備 取組方針＜１５＞ 
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本市におけるごみの排出量は

平成 15 年度をピークに減少 

傾向にあり、ごみの再資源化率

は向上傾向にあります。 

地球温暖化に対する市民･ 

事業者の意識は高まっています

が、エネルギー使用量は増加 

しています。日常的な省エネル

ギー･省資源活動の普及促進を

継続し、自然エネルギー（再生

可能エネルギー）の活用など、

設備的側面での対策を 推進

し、地球環境の保全につなげる

ことが求められています。 

 

 

 

 

○市民・事業者の自主的な資源回収の取組を支援するとともに、計画的なごみ

処理やリサイクルを行うための施設整備及びシステムの構築を目指し、市 

全体で３Ｒ（発生抑制・再利用・再資源化）を推進します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  

市民･事業者の自主的なリサイクルの

取組に対し啓発・情報提供など支援を

行います。また、資源回収（上尾市  

リサイクル事業）の拡大を推進し、  

営利を目的としないリサイクル活動 

団体に対する支援を行います。 

◎ 資源回収量 
西 貝 塚 環 境 

センター 

上尾市のごみの排出量及び再資源化率の推移 

基基本本目目標標３３  次次世世代代をを思思いいややるるままちちにに 

資源を大切にするまち 

項目別方針３－１ 

現況と課題 

具体的取組 

            発生抑制を中心とした 3R（スリー・アール）の推進 取組方針＜１６＞ 

84,002

9,901 13,286 14,261 14,226 14,409 14,515

86,290
83,947

83,583
81,475

75,133

11.2%

14.5%
15.8% 15.8% 16.3%

17.7%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
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〔t〕

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%
〔%〕

ごみの総排出量 資源ごみ 再資源化率
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取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

②  
生ごみの堆肥化機器の購入に対する 

助成などを行います。 
◎ 

生ごみ処理機助成

件数 

西 貝 塚 環 境 

センター 

③ 

（仮）第２環境センター・リサイクル

センターを整備し、ごみ処理とリサイ

クルを計画的に推進します。 

● 

（仮）第２環 境 

センター・リサイ

クルセンターの 

整備状況 

環境政策課 

④ 

堆肥化事業を進め、公共施設から出る

生ごみのリサイクルシステムを確立 

します。 

● 
堆肥化事業におけ

る生ごみ処理量 

西 貝 塚 環 境 

センター 

環境政策課 

⑤ 
菜の花プロジェクトの実施などによる

廃食用油の有効活用を検討します。 
● 廃食用油の回収量 環境政策課 

⑥ 
バイオマス・エネルギーの利用可能性

を検討します。 
○ 

バイオマス・エネル

ギーの利用可能性

にかかる検討会等

の実施回数 

環境政策課 

 

 

 

○市役所も一事業者として、省資源・省エネルギーにかかる活動に率先して取

り組みます。また、市内農産物の販売支援による輸送エネルギー削減や、市

民･事業者の自然エネルギー型・省エネルギー型設備の導入支援を推進すると

ともに、学校や公共施設における緑のカーテンの設置などの意識啓発の取組

を推進します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
市内産の農産物の販売に対する支援を

行い、直売体制を確立します。 
◎ 

農産物直売所の 

開設数 
農政課 

② 

家庭や事業所における省資源・省エネ

ルギーに関する環境配慮事項を提示･

指導します。 

○ 
環境配慮指針に 

よる啓発の実施 
環境政策課 

③ 

エコマーク商品など環境に配慮した製

品を、公共施設において率先的に利用

します。 

◎ 

公共施設における

グリーン購入品目

数 

環境政策課 

④ 

公共施設から率先して環境配慮型設備

を導入し、モデル施設として PR しま

す。 

◎ 

公共施設における

環境配慮型設備

（太陽光発電パネ

ルや燃料電池等）

の導入件数 

各課共通 

            省資源･省エネルギーの推進 取組方針＜１７＞ 
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取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

⑤  

個人住宅への自然エネルギー利用型、

省エネルギー型設備の導入に際して 

助成を行います。 

◎ 

自然エネルギー・ 

省エネルギー型設

備の導入補助件数 

環境政策課 

⑥ 
小・中学校の校舎やグラウンドなどの

緑化を推進します。 
◎ 

学 校 施 設 へ の  

緑のカーテンの 

設置件数 

教 育 委 員 会 

総務課 

⑦ 
カーボンオフセット事業へ参画しま

す。 
○ 

他地域における 

森林整備面積 
環境政策課 

⑧ 

市及び上尾市環境推進協議会による

「あげお環境賞」の表彰制度の拡大を

図ります。 

○ 

あげお環境賞の表

彰対象の拡大の状

況（壁面や屋上の

緑化、緑のカーテ

ンなどへの授賞の

状況） 

環境政策課 

⑨ 
県の、事業者や家庭向けのＣＯ２削減

プログラムを啓発します。 
◎ 

「彩の国エコアッ

プ宣言」や「エコラ

イフDAYチェック

シート」などの参加

数 

環境政策課 

⑩ 
環境活動を実践している事業者に  

対する優遇措置を検討します。 
○ 優遇措置制度の数 関係各課 

⑪ 

省エネルギー・省資源型の設備・機器・

住宅などに関する情報提供を行いま

す。 

○ 

省エネルギー・省資

源型設備・機器や 

住宅などの 情報 

提供件数 

環境政策課 

 

 

 

○自動車の利用に伴うエネルギーの消費を抑制するため、駐輪場の設置及び自

転車専用道の整備を推進するとともに、放置自転車の排除や処分自転車の再

利用を推進するなど、歩行・自転車利用を啓発します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  

駐輪場・駐輪スペースを公共施設に  

確保・整備し、事業所・店舗などにも  

設置・拡張を要請します。 

◎ 駐輪場の整備状況 
各課共通 

開発指導課 

② 
放置自転車の排除対策及び処分自転車

の再利用を推進します。 
◎ 

自転車放置禁止 

区域における放置

自転車の撤去台数 

自転車の再利用台数 

市民安全課 

            歩行･自転車利用促進 取組方針＜１８＞ 
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取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

③ 自転車専用道の整備を進めます。 ● 
自転車専用道の 

整備延伸面積 
道路整備課 

④ 
自転車の正しい運転方法など、交通安全

について啓発を行います。 
◎ 

交通安全教 室や 

全国交通安全運動

での啓発回数 

市民安全課 

 

 

 

○市内における雨水浸透ますの設置や透水性舗装の整備を推進するとともに、

県の業務である、事業所における地下水揚水や地下工事工法の指導･監視につ

いて協力します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  
地下水の涵養水域の保全策について 

検討します。 
● 

地下水の涵養水域

の保全策の検討状

況 

環境政策課 

②  

公共施設を中心に雨水浸透ますの  

設置、透水性舗装などの雨水流出抑制

を行います。また、市民が雨水貯留  

タンクを設置する場合には助成を行い

ます。 

◎ 
雨水貯留タンク 

設置等補助件数 

関係各課 

 

河川課 

建築指導課 

③ 

県の業務である地下水揚水や地下工事

工法などの指導や監視について協力し

ます。 

◎ 

県が集計した揚水

施設設置事業者 

揚水量の把揜 

生活環境課 

④ 上水道の漏水調査を行います。 ◎ 漏水工事件数 
水 道 部 維 持 

管理課 

⑤ 下水道の丌明水調査を行います。 ◎ 丌明水調査件数 下水道課 

⑥ 総合治水対策を推進します。 ◎ 

河川流域遊水機能 

保全事業における 

協定締結数 

河川課 

 

            水資源の有効活用 取組方針＜１９＞ 
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市民・事業者の環境活動への

取組は、資源回収や地域清掃な

どの活動を除き、参加率が低い

状況です。 

市が率先的な行動を示すとと

もに、環境活動の必要性を広く

お知らせし、環境について学び、

考え、環境活動に取り組める機

会の創出が望まれます。 

 

 

 

 

 

 

○環境について学ぶ機会の創出や、環境に関するイベントなどを開催すること

により、市民の環境意識の向上を目指します。学校や子ども会などでの環境

教育の推進を支援するとともに、指導者の育成に努めます。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 

環境に関する啓発イベントを継続的に

開催します。また、民間の環境に関す

る取組を支援します。 

◎ 

環境啓発イベント

の開催数、参加者

数 

環境政策課 

② 
環境教育のための資料やパンフレット

の作成の支援や要請を行います。 
◎ 

資料・パンフレット

の作成・配布件数 
環境政策課 

③  

自然観察会や野外活動、農業体験など、

自然体験の場を提供します。 

【取組方針〈２〉①と同じ】 

◎ 

上尾市自然学習館

の利用件数 

親子体験教室等の

実施回数 

みどり公園課

農政課 

④  環境教育の指導者を育成します。 ○ 
環境美化推進員の

委嘱数 

環境政策課 

生活環境課 

環境活動への参加状況（市民意識調査） 

環境のために行動するまち 

項目別方針３－２ 

現況と課題 

具体的取組 

            環境に関する生涯学習の推進 取組方針＜２０＞ 
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空き缶、空き瓶、古紙などの資源回収活動

公園や街路などの地域清掃活動

川などの清掃活動

花いっぱい運動や植樹などの地域の緑化活動

下草刈りや間伐などの里山保全活動

体験農業など農業振興活動

環境問題に関する講座やセミナー

昆虫や植物など身近な自然の保護活動や観察

 その他

参加したことがある 参加したことはないが、今後参加したい
参加したことがない 無回答
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取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

⑤ 
小・中学校や子ども会などに協力し、

環境教育活動を支援します。 
◎ 

こどもエコクラブ

登録団体数 

学校・子ども会へ

の支援件数 

環境政策課 

⑥ 
小・中学校にビオトープ空間を創出し

ます。 
◎ 

ビオトープ設置 

件数 

教 育 委 員 会 

総務課 

 

 

 

○公民館などの公共施設を環境に関する学習拠点とするなど、整備・充実を推進

します。また、施設に応じた環境配慮事項を提示し、効果的な環境配慮型の施

設整備に努めます。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  

公共施設を環境に関する学習拠点や 

環境情報の受発信基地とし、双方向的

な情報交換システムの整備・充実を 

図ります。 

● 
環 境 に 関 す る  

学習拠点数 
環境政策課 

② 
施設に応じた環境配慮事項を提示し、

公共施設では率先して実践します。 
◎ 

温室効果ガスの 

排出の尐ない設備

の導入件数 

環境政策課 

関係各課 

 

 

 

○地域コミュニティの拠点施設として公民館などの活用を促進するとともに、

環境保全団体の支援及びネットワーク構築を支援します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

① 
公民館などを地域コミュニティの拠点

として積極的に活用します。 
○ 

環境に関する講座

等の公民館事業の

開催数 

教 育 委 員 会 

生涯学習課 

② 

環境保全活動を行うグループの発掘を

行い、活動を支援します。またグルー

プ間の交流の促進を図ります。 

◎ 
上尾市環境推進 

協議会の会員数 
環境政策課 

③ 
地域コミュニティや地域貢献活動への

企業の参加を促します。 
○ 

地域貢献活動への

企業の参加件数 
関係各課 

            環境保全型の施設整備 取組方針＜２１＞ 

            コミュニティ活動の促進 取組方針＜２２＞ 
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○市民一人ひとりが、地球市民として環境に配慮することができるよう、環境

に関する情報の発信やイベントなどの開催を通じて、地球温暖化問題など地

球規模の環境問題への意識向上を図ります。また、市が率先して環境負荷の

調査の実施や負荷削減行動に取り組むことにより、市全体の環境改善を目指

します。 

 

◆市の施策        【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施 

時期 
活動指標 担当部署 

①  

上尾市役所から発生する環境負荷の 

調査を行い、負荷削減行動の例を提示

します。 

◎ 

市の公共施設及び

事務事業からの温

室効果ガス発生量 

環境政策課 

②  

環境保全に関する職員研修を実施しま

す。また、環境に関する生涯学習を  

通じた市民の相互交流を支援します。 

◎ 研修実施回数 環境政策課 

③ 

市民や事業者に対して、イベントなど

の機会を利用して地球規模の環境問題

に関する啓発活動を行います。 

◎ 

環 境 パ ネ ル 展 や 

上 尾 市 環 境 推 進 

大会等のイベント

の開催数 

環境政策課 

④ 

上尾市Ｗｅｂサイト等により市の環境

活動や環境に関する情報を発信しま

す。 

◎ 

上尾市Ｗｅｂサイ

トにおける環境活

動に関する情報へ

のアクセス数 

環境政策課 

            地球市民としての行動 取組方針＜２３＞ 
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第３節 地区別の取組方針 
 

 

【１】上尾地区の施策   【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施
時期 

担当部署 取組方針 

①  

さいたま水上公園及び上尾運動公園周辺の広

葉樹林や、愛宕神社などの寺社林を、地域の

貴重な緑地として保全します。 

◎ みどり公園課 ＜1＞ 

② 

緑地･公園の計画的な確保や緑化を推進しま

す。また、公共施設の緑化を中心に、商業地や

民有地などあらゆる空間の緑化を推進します。 

◎ みどり公園課 ＜3＞ 

③ 
芝川の水質改善を進め、市民が水辺に親しむ

ことができる空間の創出を目指します。 
◎ 

下水道課 

河川課 

＜4＞ 

＜8＞ 

④ 

芝川沿いの散策路とさいたま水上公園・上尾

運動公園などについて、歩行者や自転車の安

全な利用を推進する方策を検討します。また、

自転車ネットワーク構想の検討を行います。 

◎ 
市民安全課 

道路整備課 
＜18＞ 

⑤ 
鴨川・芝川の周辺をはじめ、地域の清掃美化

活動を進めます。 
◎ 河川課 ＜14＞ 

 

 

【２】平方地区の施策   【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施
時期 

担当部署 取組方針 

① 
緑地保全地区や風致地区などを指定すること

によって、自然環境を保全します。 
◎ みどり公園課 ＜1＞ 

② 

上尾丸山公園は、荒川周辺からつながる緑の

ネットワークの核として、公園の周辺環境も

含めて保全に努め、質の高い多様な環境を維

持します。 

◎ みどり公園課 ＜1＞ 

③ 
単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換

を促進します。 
◎ 生活環境課 ＜8＞ 

④ 河川水路の自然浄化機能の向上を促します。 ◎ 河川課 ＜8＞ 

⑤ 上尾中堀川の浸水対策に努めます。 ◎ 河川課 ＜8＞ 

⑥ 
雑木林や湿地の荒廃を防止するため、地域を

あげた清掃美化活動や維持管理を進めます。 
◎ 生活環境課 ＜14＞ 

⑦ 
公共交通機関の充実に努め、自家用車使用率

の低減を図ります。 
○ 市民安全課 ＜17＞ 
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【３】原市地区の施策   【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施
時期 

担当部署 取組方針 

① 
自然景観の保全、緑化の推進等を進め、うる

おいのあるまちなみを創出します。 
◎ みどり公園課 ＜1＞ 

② 
河川･水路の親水機能の向上と、暗渠上の緑化

を図ります。 
◎ 河川課 ＜3＞ 

③ 
河川の水質の向上とあわせて、周辺の農地や

緑地を含めた湿性環境を保全・維持します。 
○ 

みどり公園課 

河川課 

農政課 

＜4＞ 

④ 
県により整備が進められている原市沼調整池

を環境教育の拠点として活用します。 
● 

環境政策課 

（生涯学習課） 
＜4＞ 

⑤ 

河川の水質改善のため、下水道の普及を進め

るとともに家庭からの排水にかかるマナーに

ついて啓発に努めます。 

◎ 

下水道課 

環境政策課 

生活環境課 

＜8＞ 

⑥ 

JR 東北・上越新幹線、同宇都宮線などの  

鉄道、国道 16 号線、県道さいたま・栗橋線

などで、騒音・振動の測定調査を実施します。 

◎ 生活環境課 ＜9＞ 

⑦ 
河川や水路の周辺をはじめ、地域の清掃美化

運動を推進します。 
◎ 河川課 ＜14＞ 

 

 

【４】大石地区の施策   【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施
時期 

担当部署 取組方針 

① 

緑地保全地区の指定を行うことによって河川

から台地に至るまでの多様な自然環境を連続

して保全するとともに、ごみの丌法投棄や生活

排水の流入などによる荒廃を防止します。 

◎ みどり公園課 
＜ 1 ＞ 

＜14＞ 

② 
鴨川の水質改善のため、近隣自治体と連携し

た広域的な取組を進めます。 
◎ 河川課 ＜8＞ 

③ 

鴨川においては、多自然型護岸工法を採用す

るよう県にはたらきかけるとともに、河川の

自然浄化機能の向上を図り、雨水の地下浸透

を促します。 

◎ 河川課 ＜4＞ 

④ 江川、逆川の浸水対策を進めます。 ◎ 河川課 ＜19＞ 

⑤ 
河川の水質改善のため、家庭からの排水にか

かるマナーについて啓発に努めます。 
◎ 

環境政策課 

生活環境課 
＜ 8＞ 

⑥ 
雑木林や湿地の荒廃を防止するため、地域を

あげた清掃美化活動や維持管理を進めます。 
◎ 生活環境課 ＜14＞ 

⑦ 
身近な公園や緑地を環境に関する学習拠点と

します。 
◎ 環境政策課 ＜20＞ 
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第３章 施策の展開 

【５】上平地区の施策   【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施
時期 

担当部署 取組方針 

① 
屋敷林や雑木林などの樹林地の保全に努めま

す。 
◎ みどり公園課 ＜１＞ 

② 

JR 北上尾駅及び同桶川駅の周辺地域につい

て、緑地やオープンスペース（公園用地）を

確保し、生垣緑化をはじめとする防災対策を

推進します。 

◎ 

まちづくり計画

課 

みどり公園課 

区画整理課 

＜３＞ 

③ 
原市沼川周辺の水辺環境の保全・維持に努め

ます。 
◎ 河川課 ＜４＞ 

④ 

河川の水質改善のため、単独処理浄化槽から

合併処理浄化槽への転換及び維持管理を進め

ます。また、家庭からの排水にかかるマナー

について啓発に努めます。 

◎ 
環境政策課 

生活環境課 
＜８＞ 

⑤ 地域をあげた清掃美化活動を進めます。 ◎ 生活環境課 ＜１４＞ 

 

【６】大谷地区の施策   【実施時期】◎継続中、○中間年までに実施、●目標年までに実施 

取組 
実施
時期 

担当部署 取組方針 

①  
寺社林を中心とするまとまった樹林地を保全

します。 
◎ みどり公園課 ＜１＞ 

②  鴨川周辺の水辺環境の保全・維持に努めます。 ◎ 河川課 ＜４＞ 

③  
戸崎東部を地区の緑の拠点として利用するこ

とを検討します。 
○ みどり公園課 ＜５＞ 

④  

道路網を再検討し、生活道路における交通渋

滞の解消と、歩行者・自転車の安全確保を図

ります。 

○ 

まちづくり計画

課 

市民安全課 

＜７＞ 

⑤  
鴨川の河川浄化に対する取組を積極的に進め

ます。また、浸水対策に努めます。 
◎ 

河川課 

生活環境課 
＜８＞ 

⑥ 
鴨川の周辺をはじめ、地域の清掃美化活動を

進めます。 
◎ 生活環境課 ＜１４＞ 

⑦ 

周辺と調和した工業地景観の形成を図り、周

辺住宅地に対する緩衝機能の向上を図りま

す。 

● 商工課 ＜１５＞ 

 

 

 


